
６月、市内各地で田植え体験がありました。鹿央では古代のお米「赤米」の田植えに挑戦。
泥んこになりながらゲームも楽しみました。（写真左上下）
また、菊鹿でも福岡、熊本などからの親子連れが棚田で田植えに挑戦。田植えの後は地元生

活改善グループの指導で冷や飯団子の作り方を教わりました。（写真右上下）

２～５p
６～７p
８～９p
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■編集発行

〒８６１ー０５９２
熊本県山鹿市役所
総務部秘書課
広聴広報係
10968‐43‐1112
50968‐44‐0373
（毎月１日・15日発行）

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
による漢字を使用しています（広聴広報係）

ホームページアドレス
http://www.city.yamaga.kumamoto.jp

エコマーク認定の再生紙を使用しています

■人口と世帯

人口　　59,785（－36）
男　　28,250（－15）
女　　31,535（－21）

世帯数　20,722（＋１）
５月末現在（前月末比）

Q
７
月
に
な
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
６

月
中
は
雨
が
少
な
か
っ
た
で
す
ね
。
上
で

紹
介
し
て
い
る
き
れ
い
な
花
も
、
恵
み
の

雨
が
な
か
な
か
降
ら
ず
、
真
夏
を
思
わ
せ

る
日
差
し
が
続
い
て
い
た
の
で
、
い
ま
い

ち
元
気
が
な
さ
そ
う
で
し
た
。

Q
今
月
の
巻
末
で
は
、
市
内
各
地
で
見
頃

を
迎
え
た
花
を
紹
介
し
て
み
ま
し
た
。
こ

の
他
に
も
「
花
の
名
所
」
は
あ
る
と
思
い

ま
す
。
い
い
と
こ
ろ
を
ご
存
じ
で
し
た
ら

広
報
係
ま
で
教
え
て
く
だ
さ
い
ね
。（

孝
）

Q
読
者
の
投
稿
の
中
に
お
盆
の
話
が
出
て

い
ま
し
た
が
、
同
じ
山
鹿
市
で
も
「
７
月

盆
」「
８
月
盆
」
が
混
在
し
て
い
る
の
に

は
驚
き
で
す
ね
。
ち
な
み
に
私
の
地
区
は

７
月
盆
で
す
。

Q
お
盆
と
い
え
ば
「
帰
省
」
と
浮
か
び
ま

す
が
、
私
は
実
家
な
の
で
「
故
郷
へ
帰
省
」

を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。（
笑
）

「
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
響
き
っ
て
い
い
も

ん
で
す
ね
。（
英
）

鹿央物産館のすぐそばにある古代ハス
園には、６月から７月にかけて、２千
年前のハスといわれる大賀蓮をはじめ
約20種類のハスが見頃を迎えます。ま
た、園内にはあじさいもきれいな花を
咲かせます。

いまから約500年前、この地域を治めてい
た隈部氏の持ち城があった隈部館跡。ここ
では春に桜が、そして５月から６月にかけ
てはツツジが鮮やかな花を咲かせます。

道の駅かほく小栗郷の裏手にある菖蒲園
では、６月下旬から７月にかけて、大輪
で豪華な花を咲かせる肥後系の熊本花菖
蒲約15,000株が咲き誇ります。また、こ
の時期道の駅でも「花しょうぶまつり」
が開かれます。



このまちの

あんなこと
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身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

病院機能評価とは、一般病院・精神科病院・療養病院を対象に
第三者（日本医療機能評価機構）が評価をして、病院の現状と問
題点を明らかにするもので、今回、市立病院がこの評価のための
訪問審査を受けました。

審査は、診療・看護・事務管理それぞれの領域ごとに行われ、
面接調査のほか実際に医療現場をまわり職員に話を聞くなど、細
部にわたりチェックされました。

市立病院では、今回の審査結果をもとに改善を重ね認定証の取
得を目指すとともに、医療の質の向上と効果的なサービスの提供
に向けて一層の努力を続けます。

…市立病院で病院機能評価　５月９日　市立病院

▲各病棟が細部にわたりチェックされました

開市記念式典は、旧市町の４役・議員・合併協議会の元役員
など関係者約500人が出席して開かれました。

式典では、中嶋憲正市長が「新しいまちづくりの目標『まほ
ろば創生』の実現に向けて、６万市民手を携えてまい進してい
きます」と式辞を述べました。

続いて、合併の功績に対し旧市町の首長や議員など14人に総
務大臣表彰が、31人に県知事表彰が伝達されました。

最後に、八千代座狂言教室の受講生らによる小謡
こ う た

「鶴亀の舞」
と狂言「しびり」が披露されました。また、会場には政治・経
済・文化・芸術など各分野で活躍した人たちをパネルで紹介し
た「新山鹿市百人展」も開かれ、出席者は興味深げに眺めてい
ました。

なお、この百人展は７月10日（日）まで市立博物館で継続開
催されています。見ごたえ十分です。行ってみてはいかがでし
ょうか。

…開市記念式典　５月21日　総合体育館

▲山鹿市の門出を祝して。小謡「鶴亀の舞」

山鹿レクリエーション協会の設立10周年を記念して開かれた講
習会には、会員など約250人が参加。埼玉県より牧野正江さんを
講師に招き、講習と実践レクリエーションダンスが行われました。

実際に体を動かしたレクリエーションダンスをメインに、楽し
くそれでも真剣にダンスのステップや振りを練習しながらすがす
がしい汗を流していました。

参加者は、次第にステップが増えていくと「わからんごつなっ
たぁ」と言いながらも、音楽がかかるとあら不思議。みんな揃っ
てハイポーズ！

…山鹿レクリエーション協会設立10周年記念講習会　

５月15日　鹿本体育館

▲ワン・ツー・ワン・ツー！元気な声が響きます。

３月20日、福岡沖で発生した福岡西方沖地震。市役所でもガラ
スが割れるなどの被害が出ました。特に被害が大きかった玄海島
の方々は、現在でも玄海島地区とかもめ地区に分かれ仮設住宅で
の生活を余儀なくされています。

そんな中、山鹿市でも被災した方々に何かできないかと観光・
商業・ボランティア団体が中心となり「福岡西方沖地震被災者を
支援する熊本県山鹿市会」を設立。今回、温泉を堪能し避難生活
の疲れをいやしていただこうと56人を招待しました。

訪れた一行は、県立装飾古墳館、山鹿灯籠民芸館、八千代座で
灯籠踊り、鞠智城などを見学したり、市内10ヶ所の温泉をめぐり
ました。

参加者からは「今まで入った温泉で一番いい温泉でした。お湯
がいいですね」との感想が聞かれ、山鹿を満喫していました。

…福岡西方沖地震被災者を山鹿市へ招待　

5月24日～25日　市内一円

▲これが紙と糊だけ
でできとるとね。
軽かね～

お別れの時。避難所は
違っても、今度は玄海
で会いましょう！

▲

ＪＡ鹿本園芸部会（部会長・松下隆裕さん）が毎年この時
期に行っていて今年で12回目を迎えます。この日は、鹿本郡
内28の小学校と20の福祉施設に「夢台地かもと」ブランドの
スイカが贈られました。

そのうち平小城小学校では、同部会員が大きなスイカを手
渡すと、生徒たちは「毎年ありがとうございます。みんなで
おいしくいただきます」とお礼を述べていました。

…ＪＡ鹿本がスイカをプレゼント　５月25日　鹿本郡内

５月18日　鹿北総合支所

▲ずっしりと大きなスイカ。何人分あるかな？

梅の季節となったこの時期、程良い大きさに膨らんだ実を自分
の手で摘み取り、その梅を使って梅酒を作る体験イベントがあり
ました。

急な傾斜の西岳を車で30分ほど登り切った見晴らしがいいとこ
ろにたくさんの梅の木があり、大きく実った梅をちぎるところか
らスタート！カゴはすぐにたくさんの梅でいっぱいになりまし
た。その後、場所を移しホワイトリカーと氷砂糖で梅酒作りの体
験もありました。40日後にはおいしい梅酒の完成です。

梅酒以外にも「カリカリ梅」などの作り方も教わり、参加者は
満足度120％のようでした。

…梅狩りと梅酒づくり体験ツアー　5月29日　木遊館（鹿北）

▲40日後には・・でも私
が飲めるのは20歳から！

景色はバツグン！
大きい梅はどれかな？

▲

▲

総
務
大
臣
表
彰
を
受
け
る
隈
部
弘
正
旧

菊
鹿
町
長
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▲

この演習は、梅雨や台風による災害に備えようと菊池川流域の
菊池、山鹿、玉名地区が毎年持ち回りで開催していて、今年は山
鹿地区（当市と植木町）が主催しました。

演習には、水防団員、国土交通省・鹿本地域振興局の職員など
約100人が参加。豪雨による増水で、堤防に漏水個所や亀裂個所
が発見されたという想定で、「木流し」「月の輪」「繋

つ な

ぎ縫
ぬ

い」な
ど６種類の工法を施しました。水防団員はみな真剣な表情で、機
敏に作業を進めていました。

また、演習後には「防災ボランティア山鹿あいの会」による炊
き出しがあり、団員たちの労をねぎらいました。

…菊池川水防演習　５月29日　菊池川河川敷（方保田）

▲つないだ竹を杭に縛り付け、竹の弾力性で亀裂の拡大を
防ぐ「繋ぎ縫い工法」を施す国土交通省職員

菊鹿町にある市老人ホーム清楽園で恒例の１
日旅行があり、今年は清和文楽館で文楽を鑑賞
し、その後、通潤橋の見学をしました。

この１日旅行は、入所者とボランティアの方
とがペアを組み、介助を受けながら一緒に旅行
を楽しむという特徴があります。介助ボランテ
ィアとしてサポートするのは、菊鹿町在住で公
募により集まった「なかよし会」のみなさん。

車いすを押してもらったり、買い物をしたり、
互いにおしゃべりをしたり、参加者全員が楽し
い１日を過ごしていました。

▼道の駅通潤橋にて。なかよし会のみなさんとの息もピッタリ…養護老人ホーム清楽園で一日旅行　６月４日

山鹿市の誕生に伴い、婦人会も旧市町の組織が１つになり「山
鹿市地域婦人会連絡協議会」として新たなスタートを切りました。
その設立総会が開かれ、約200人の会員が参加しました。

オープニングでは、菊鹿分会がお手玉舞踊、山鹿分会が灯籠踊
りをそれぞれ披露。荒尾智恵子会長が「平成15年11月に合併協議
会を立ち上げ、今日を迎えることができました。戦後60年を迎え
社会の変化が激しく地域のつながりも薄れていく中で、婦人会も
大きな影響を受けています。新市が発足し行政も広域化し、地域
を支えていく組織として婦人会も必要不可欠な存在と思います。
今後も他団体との連携を深めながら、地域の掘り起こしをしてい
きたい」と決意を述べました。

また、新役員紹介のあと「いま、大切に思うこと～スペシャル
オリンピックスに出会えて～」と題した中村勝子さんの記念講演
があり、来場した会員は熱心に聞き入っていました。

…山鹿市地域婦人会連絡協議会設立総会

５月29日　八千代座

▲菊鹿分会のみなさんによる「お手玉舞踊」

▲菖蒲の海といった雰囲気です

「雨が上がって良かったね」そんな言葉が福岡から訪れた親子
から聞こえてきました。

前日からの雨で恒例のスケッチ大会は中止となったものの、お
茶会や鹿北中学校吹奏楽部の演奏会、宝さがしゲームなど内容盛
りだくさんとなった「花しょうぶまつり」。県内はもとより、福
岡方面からのお客さんも訪れ賑わいました。

15,000株の菖蒲がある菖蒲園内では、鹿北地区の茶道愛好家の
みなさんがお茶を振る舞いました。お茶菓子は小栗茶屋で手作り
された和菓子です。菖蒲やバラをイメージした和菓子と抹茶の緑
とが相まって、雨上がりの野外での一服は一段と格別なものだっ
たようです。

…花しょうぶまつり　

６月11日　道の駅かほく小栗郷（鹿北）

今年も大宮神社境内で「犬子ひょうたん祭」が行われ、
無病息災・家内安全のご利益があるといわれている犬子
ひょうたんを買い求めに、多くの人で賑わいました。

祭の日は「初かたびら」ともいい、この日から浴衣を
着始める習慣があり浴衣姿の子どもや女性が多く見受け
られました。また、境内では山鹿市明るい選挙推進協議
会が選挙啓発のチラシやグッズを配り「明るい選挙」を
呼びかけました。

…犬子ひょうたん祭　6月15日　大宮神社境内（山鹿）

椎持（鹿北町）

長年建設業に励むかたわら、
業界の発展のために尽力して
きた功績が認められ受章され
ました。

山内（菊鹿町）

教職員として教育一筋に情熱
を傾け、誠心誠意、努力を惜
しまない姿勢が認められ受章
されました。

下吉田（山鹿）

多年にわたり旧山鹿市議会議
員を歴任し、地方自治の進展
に尽力した功績が認められ受
章されました。

い
ろ
い
ろ
あ
る
ね
。
ど
れ
が
い
い
か
な
？



・おはなし会
日時u７月２日G・９日G・16日G・

23日G・30日G 午後２時から
・小さい子のためのおはなし会
日時u７月５日C・12日C・19日C・

26日C 午前11時から
u７月15日F 午前10時から

・おはなし会
日時u７月27日D 午後２時30分から

鹿本図書館
u７月４日B・11日B・

18日B・25日B・31日A

山鹿中央公民館図書室
u７月25日B

鹿北公民館図書室
u毎週土曜・日曜

菊鹿町公民館図書室
u年末年始のみ

鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜

近
年
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
件
数
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
熊
本
県
消
費
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タ
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の
調
査
に
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成
16
年
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の
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数
は
一
六
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八
六
四
件

と
過
去
最
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と
な
り
、
前
年
よ
り
三
・
二
％
増
と
な
り

ま
し
た
。
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容
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、「
架
空
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求
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書
」
な
ど
の
電
子

消
費
料
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等
が
大
半
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占
め
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ま
す
が
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依
然
悪
徳

商
法
な
ど
の
被
害
に
遭
っ
た
相
談
が
あ
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を
絶
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ま
せ

ん
。
悪
徳
商
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に
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い
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、
年
々
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妙
か
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多
様
化

さ
れ
て
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ま
す
。
こ
の
様
な
被
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わ
な
い
た
め
に
、

今
回
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Ｈ
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た
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得
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ま
す
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問
合
せ

《今月は山鹿中央公民館図書室から》

2003年４月、ロッククライミング中に事故は起きた。身動きのとれな
い断崖、捜索隊が来る可能性０％。そしてアーロンは決断した…。

本岡　類／著　新潮社

離婚して15年。再会した息子は、19歳のひきこもりになっていた…。
那須高原の牧場に流れるおおらかな時間。生まれ死んでいく命のドラ
マ、そして新しい恋。明日への力を甦らせる希望と成長の物語。

アーロン・ラルストン／著　中谷和男／訳　小学館

釣った魚のさばき方はもちろん、旬、鮮度や食べごろなど、魚の個性
を理解していかにおいしく食べるかの秘伝を伝授。人気釣魚だけでな
く雑魚の料理も紹介。

今井浩次・加藤悦男／著　山と渓谷社

森は小鳥やリスたちのおしゃべりでいっぱい！樹液のあまーいジュー
ス、１日に何百回もえさをくれる親鳥、真冬にうまれたあかちゃんな
ど、ふしぎで楽しい15のお話を収録した絵本。

Ｎ.チャルーシナ／絵　Ｅ.シム／作　福音館書店

さ
あ
、
今
年
も
暑
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

学
校
も
夏
休
み
に
入
り
、
川
や
海
・
プ
ー
ル
な
ど

に
遊
び
に
行
く
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
気
に
な
る
の
が
水
の
事
故
。
楽
し
い

休
日
の
思
い
出
に
な
る
よ
う
、
次
の
こ
と
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

水
の
事
故
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

◎
準
備
運
動
は
か
な
ら
ず
し
て
お
く
。

◎
波
が
高
い
日
、
天
候
が
悪
い
日
は
、
無
茶
を

せ
ず
泳
ぐ
の
を
あ
き
ら
め
る
。
ま
た
、
遊
泳

禁
止
区
域
で
は
泳
が
な
い
。

◎
水
の
事
故
は
突
然
襲
っ
て
き
ま
す
。
保
護
者

は
子
ど
も
か
ら
絶
対
に
目
を
離
さ
な
い
よ
う

に
す
る
。

◎
監
視
員
が
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
指
示
を
守

る
。

◎
体
の
調
子
が
悪
い
な
ど
健
康
状
態
が
す
ぐ
れ

な
い
と
き
、
飲
酒
後
な
ど
に
は
泳
が
な
い
。

◎
途
中
で
適
度
に
休
憩
を
と
る
よ
う
に
す
る
。

休
憩
す
る
と
き
は
、
水
を
ふ
き
取
り
日
陰
で

休
む
。

※
水
難
救
助
法
・
心
肺
蘇
生
法
を
受
講
さ
れ
た
い

方
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
近
く
の

消
防
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

山
鹿
消
防
署
　
1
43
‐
１
１
９
１

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
1
46
‐
２
３
８
２

赤ちゃんの身体の成長にミルクが必要なように、赤ちゃん
のことばと心を育むためには、あたたかな温もりの中で優し
く語り合う時間が大切です。
肌の温もりを感じながらことばと心を通わす…、ブックス

タートは、そのかけがえのないひとときを「絵本」を通じて
過ごせるように応援する運動で、読書の推進だけでなく子育
てを応援する運動でもあります。

山鹿健康福祉センターと鹿本生涯学習健康センター「ひ
だまり」で実施する乳児健診（３～４か月児健診）を受診
する親子を対象に、健診が終わった後赤ちゃん向けの絵本
などを入れた「ブックスタートパック」を無料で差し上げ
ます。お渡しする際には、親子ごとにブックスタートにつ
いて説明をしています。

最初のうちは、本をかじったり、放り投げたり、ただめ
くるだけかもしれません。それでもかまわないのです。絵
を見ながらたくさん話しかけてあげることが、赤ちゃんに
とって、とても大切なのです。

▲ブックスタートパック

赤
ち
ゃ
ん
は
、
内
容
は
わ
か
ら
な
く

て
も
興
味
津
々
!?

▲



「
人
が
輝
き
、
自
然
が
輝
き
、
町
が
輝
く
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
育
ま
れ
て
き
た
菊

鹿
の
子
ど
も
た
ち
。
そ
の
中
心
に
あ
る
菊
鹿

中
央
保
育
園
で
す
。

現
在
、
36
名
の
園
児
た
ち
が
元
気
に
登
園

し
て
い
ま
す
。
田
舎
町
の
小
さ
な
保
育
園
な

ら
で
は
で
、
子
ど
も
た
ち
が
日
々
安
心
し
て

過
ご
せ
る
よ
う
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
保

育
に
取
り
組
み
、
健
康
で
明
る
く
思
い
や
り

を
持
っ
た
豊
か
な
心
を
自
然
の
中
で
の
び
の

び
と
育
ん
で
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
自
然
と
触
れ
合
っ
た
り
散
歩

コ
ー
ス
に
は
「
あ
ん
ず
の
丘
」
も
す
ぐ
そ
こ

で
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
毎
年
行
わ
れ
る
「
菊
鹿
夏
祭
り
」

で
は
、
こ
の
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
で
伝
承
踊
り

の
「
卑
弥
呼
の
舞
」
な
ど
を
披
露
し
地
域
の

方
々
に
も
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
思

う
心
を
育
て
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

泣
い
た
り
笑
っ
た
り
・
・
・
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
見
守
る
喜
び
を
保
護
者

の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
噛
み
し
め
な
が
ら
、
と

も
に
生
き
、
と
も
に
育
つ
保
育
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
山
鹿
東
保
育
園
で
す
。
大
宮

神
社
よ
り
東
の
方
向
に
位
置
し
、
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
ま
す
。
昭
和

47
年
の
設
立
で
す
。
園
を
卒
園
さ
れ
た
保
護

者
も
多
く
、
み
ん
な
が
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
の
中
で
、
95
名
の
子
ど
も
た
ち
が

元
気
に
生
活
し
て
い
ま
す
。

「
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
」「
進

ん
で
片
づ
け
を
す
る
」「
お
集
ま
り
の
時
の

お
話
を
し
っ
か
り
聞
く
」「
脱
い
だ
靴
は
き

ち
ん
と
そ
ろ
え
る
」
を
毎
日
の
生
活
目
標
に

遊
び
を
中
心
に
据
え
な
が
ら
も
け
じ
め
の
あ

る
毎
日
を
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

毎
週
あ
る
体
育
教
室
で
は
、
心
と
体
を
鍛

え
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
方
と
の
交
流
・
地
域

の
文
化
祭
・
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク
な
ど
へ
の
参

加
・
動
植
物
を
育
て
る
・
異
年
齢
と
の
交
流

な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
障
害
を
持
つ
お
子
さ

ん
も
一
緒
に
過
ご
す
中
で
お
互
い
を
必
要
と

し
、
お
互
い
を
思
い
や
れ
る
心
豊
か
な
子
ど

も
に
育
っ
て
ほ
し
い
・
保
護
者
と
園
と
の
共

通
し
た
大
き
な
願
い
で
す
。

７
月
は
プ
ー
ル
開
き
・
七
夕
会
・
お
泊
ま

り
保
育
・
そ
し
て
夏
祭
り
と
子
ど
も
た
ち
の

瞳
も
一
段
と
輝
き
ま
す
。

本
園
は
、
田
園
地
帯
に
囲
ま
れ
た
菊
池
川

沿
い
に
あ
り
、
四
季
折
々
の
季
節
の
変
化
を

肌
で
感
じ
ら
れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か

し
た
保
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

あ
ぜ
道
、
菊
池
川
、
神
社
な
ど
た
く
さ
ん

の
散
歩
コ
ー
ス
が
あ
り
、
動
物
や
人
と
の
出

会
い
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

菊
池
川
で
の
体
験
は
、
川
で
遊
ぶ
だ
け
で

な
く
川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
と
し
て
、
毎

月
十
日
に
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行
い
自
然
環
境

を
大
切
に
す
る
心
を
小
さ
い
時
か
ら
育
て
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
の
協
力
に
よ
り
、
田
植
え
や
稲

刈
り
な
ど
を
親
子
や
祖
父
母
と
一
緒
に
楽
し

み
な
が
ら
体
験
し
て
い
ま
す
。
老
人
会
交
流

な
ど
も
行
い
、
地
域
の
方
々
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
育
っ
て
い
ま
す
。

「
ぼ
く
ら
が
生
ま
れ
た
場
所
だ
か
ら

み
ん
な
が
育
っ
た
場
所
だ
か
ら

あ
の
川
、
あ
の
橋
、
あ
の
道
み
ん
な
が

遊
ん
だ
町
だ
か
ら
・
・
・
」

子
ど
も
の
感
性
を
大
切
に
、
大
人
に
な
っ

て
も
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
な
保
育

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子

ど
も
の
心
を

し
っ
か
り
受

け
と
め
ら
れ

る
よ
う
絵
本

や
ふ
れ
あ
い

遊
び
も
大
切

に
し
て
い
ま

す
。

▲あんずの丘に行って、ハイ、ポーズ！

144‐6253

148‐2107

146‐2578

▲菊池川大好き

▲水遊び、楽しいね！お顔が笑顔になるよ！

子育て支援センターとつどいの広場は、主とし
て就学前の親子が自由に遊び、交流できる場です。
開設時間内ならいつでも利用できます。
近くの広場に遊びに来てみませんか？

それぞれの広場では、相談も受け付けています。

月曜～金曜　午前９時～午後５時

電話でも気軽にどうぞ。
秘密は守ります。

山鹿子育て支援センター

鹿北子育て支援センター

菊鹿子育て支援センター

鹿本子育て支援センター

鹿央子育て支援センター

つどいの

広場

ぽかぽか

おさか童夢

43‐1270

32‐3194

48‐3111

46‐2635

36‐2150

43‐0050

43‐1155

広　場　名 電話番号

菊鹿子育て支援センターは、あんずの丘のすぐ下にある健康福祉
センターの中にあります。悩みや不安を一人で抱え込まず、同じよ
うに子育てしている仲間と、楽しく過ごす場、子育てにゆとりと喜
びを感じられる出会いの場、リフレッシュの場として気軽にご利用
ください。

町内５つの保育園とも連携し、みんなで保育園へ遊びに行くこと
もあります。戸外あそびに適した季節には近隣の公園へ出かけ、親
子で小さな虫や草花に触れては、子どもの頃を思い出したり、子ど
もの感性の豊かさに感動しています。みなさんも子育て仲間といろ
んな体験や感動をしてみませんか？

菊鹿子育て支援センター

おそろいでおいでください、お待ちしています。
日時u７月２日G 午後４時～８時（雨天決行）
場所uあんずの丘（菊鹿町）
内容u七夕飾り・童謡コンサートなど
参加料u小学生以上一人500円（食事込み）
※申込みが必要です

…あんずの丘管理棟　1４８‐３１００

子どもの病気が回復してきたけれど、登園させ
るには無理かな…と思われるとき、お預かりし
て保護者も子どもも安心して過ごせるように子
育てを応援します。
★おおむね１歳から小学生低学年まで
★１日2,000円（減免制度があります）
★登録されていない方は、まずは登録を！

…病後児保育室
（山鹿保育園内）
1４３‐１２８１

問合せ

問合せ

町
か
ら
来
る
ハ
ガ
キ
通
信
で
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
知
り
ま

し
た
。
来
て
み
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、
家
の
中
だ
け
で
は
ス
ト
レ

ス
が
た
ま
る
の
か
機
嫌
が
悪
く
な
り
が
ち
な
の
で
、
お
友
達
作
り

も
兼
ね
て
行
き
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
子
ど
も
に
は
、
自

分
の
身
の
守
り
方
や
思
い
や
る
心
な
ど
を
生
活
の
中
で
教
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
は
、
時
に
は
「
辛
い
な

ぁ
…
」
っ
て
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
子
育
て
ほ
ど
楽
し
く
て

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
（
!?
）
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

の ぞ み

ゆ う と

（H15.12.20生）
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全
米
が
泣
い
た
さ
ん
　

（
鹿
校
通
）

こ
ん
に
ち
は
。
読
者
の
広
場
に
テ
ー

マ
別
投
稿
と
い
う
の
が
あ
る
こ
と
を
初

め
て
発
見
し
ま
し
た
！
（
笑
）
テ
ー
マ

が
お
盆
と
い
う
こ
と
で
疑
問
に
思
っ
て

い
た
こ
と
を
ひ
と
つ
。

私
は
長
く
熊
本
市
に
住
ん
で
い
た
の

で
す
が
、
こ
ち
ら
（
旧
山
鹿
市
で
す
ね
）

に
来
て
お
盆
は
７
月
15
日
だ
と
聞
い
て

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
お
盆
は
８
月
と

思
っ
て
い
た
の
で
…
。「
７
月
盆
」「
８

月
盆
」
と
い
う
言
葉
も
初
め
て
聞
き
ま

し
た
。
ま
あ
、
山
鹿
の
場
合
は
８
月
盆

だ
と
灯
籠
ま
つ
り
と
か
ぶ
っ
て
し
ま
う

の
で
７
月
盆
な
の
か
な
、
と
勝
手
に
思

い
込
ん
で
い
ま
す
。（
笑
）

合
併
し
て
新
山
鹿
市
に
な
り
ま
し
た
。

旧
山
鹿
は
７
月
盆
で
す
が
、
菊
鹿
・
鹿

北
・
鹿
央
・
鹿
本
も
７
月
盆
な
の
で
し

ょ
う
か
。
鹿
本
郡
と
い
う
く
ら
い
で
す

このコーナーでは、みなさんか
らの投稿を主に紹介します。
広報紙を読んだ感想、うれしか
ったこと、知ってもらいたいこ
と、イラスト、写真など、文章
の長短、ジャンルは問いません。
お待ちしています！

■投稿上の注意

・投稿は、郵送または持参でお
願いします。

・住所・氏名・年齢の記入をお
忘れなく。（匿名希望、ペン
ネーム使用の場合でも）

・絵や写真などには、ひとこと
コメントをお願いします。

・毎月10日までにお願いします。
■送付先（持参もOKです）

〒861-0592 山鹿市役所秘書課
広報やまが「読者の広場」まで

山
鹿
Ｆ
Ｃ

マ
ウ
ン
テ
ン
マ
ウ
ス
プ
ラ
ス

小
学
生
の
時
は
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て

い
た
け
れ
ど
、
中
学
生
に
な
っ
て
サ
ッ

カ
ー
を
す
る
環
境
が
な
く
あ
き
ら
め
て

い
る
、
サ
ッ
カ
ー
の
経
験
は
全
く
な
い

け
れ
ど
、
少
し
興
味
が
あ
っ
た
り
「
や

っ
て
み
た
い
な
」
と
思
っ
て
い
る
女
子

中
学
生
の
み
な
さ
ん
、
一
度
、
私
た
ち

難
病
友
の
会
で
す
。
平
成
15
年
に
設
立

し
、
会
員
は
鹿
本
地
域
で
特
定
疾
患
な

ど
の
難
病
を
持
つ
方
と
そ
の
家
族
の
方

で
す
。

今
回
、
平
成
17
年
度
の
総
会
を
開
催

し
ま
す
。
当
日
は
、
６
月
に
開
設
し
た

ば
か
り
の
「
熊
本
県
難
病
相
談
・
支
援

セ
ン
タ
ー
」
か
ら
所
長
を
お
招
き
し
、

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

難
病
を
持
つ
仲
間
同
士
が
集
ま
り
交

流
を
深
め
る
こ
と
で
、
日
常
生
活
で
の

悩
み
や
不
安
を
解
消
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
総
会
当
日
の
入
会
も
で
き
ま
す
の

で
、
ま
だ
会
員
で
な
い
方
も
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。（
年
会
費
１
千
円
で
す
）

日
時u

７
月
８
日
f

午
後
１
時
半
　
受
付

午
後
２
時
　
開
会

場
所u

山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
室

…
山
鹿
保
健
所
保
健
予
防
課

1
44
‐
４
１
２
１

投
稿

投
稿

テ
ー
マ
投
稿

前
川
貴
子
さ
ん
（
中
）

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
に
、

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
丁
寧
に
ピ
ア

ノ
の
指
導
を
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
ご

希
望
が
あ
れ
ば
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
や
楽

典
等
も
お
教
え
し
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
ピ
ア
ノ
で
気
軽

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

レ
ッ
ス
ン
日
時u

月
曜
〜
金
曜
日
　
午
後
６
時
半
か
ら

土
曜
・
日
曜
日
　
午
前
９
時
半
か
ら

…
前
川
（
タ
ク
ト
音
楽
教
室
）

1
０
９
０
‐
７
７
５
７
‐
１
７
８
５

（
午
後
６
時
半
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
）

投
稿

「
き
ず
な
の
会
」

鹿
本
地
域
難
病
友
の
会

「
き
ず
な
の
会
」
は
、
鹿
本
地
域
の

投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広

報
の
中
の
人
が
報
告
し
ま
す
。(

笑)

ま
わ
り
の
職
員
に
聞
い
て
み
た
と
こ

ろ
、
ご
察
し
の
通
り
菊
鹿
・
鹿
本
・
鹿

央
は
７
月
盆
で
し
た
。
し
か
し
！
鹿
北

に
は
７
月
盆
と
８
月
盆
の
地
区
が
あ
る

と
の
こ
と
。
鹿
北
の
芋
生
地
区
が
７
月

盆
で
、
ほ
か
の
地
区
は
８
月
盆
な
の
だ

そ
う
で
す
。

連
絡
先

連
絡
先

か
ら
、
た
ぶ
ん
７
月
な
の
か
な
ぁ
。

教
え
て
、
広
報
の
中
の
人
！
（
笑
）

乱
筆
乱
文
失
礼
し
ま
す
^^;

鹿北中学校は、全校生徒154名の学校です。毎日、勉強
に部活にとがんばっています。本校の特徴の一つに生徒
会活動があります。本年度の生徒会の活動テーマは「挑
戦」です。今回は、行事や部活動など「挑戦」を意識し
て取り組む生徒会の活動を紹介します。

本校はあいさつ運動推進校の指定を受けて３年目を迎
えます。しかし、生徒会執行部や各委員会はその前から
あいさつ運動に取り組んで
いて、伝統になっています。
ここ数年は、学校の中だけ
でなく地域でも自然に大き
な声であいさつをできるよ
うになってきました。

本校では、校内美化以外にも「かほくまつり」前に鹿
北町グラウンド周辺の清掃活動に取り組んでいます。

今年は、夏休み期間を利用して全校生徒で「真夏のボ
ランティア大作戦」として、日頃お世話になっている町
の清掃活動を予定しています。

５月21日、「完全燃焼」をテーマに開かれた大運動会。
体育委員長や団長、生徒会執行部を中心に練習に取り
組みました。当日はテーマのとおり完全燃焼して、勝
ち負けに関係なくみんなでがんばりをたたえ合いまし
た。一つの行事を終えることで、またひと回り成長で
きたように思います。

本校の近くには梅の木があり、毎年５月には生徒会
執行部が企画をして梅ちぎりをします。今年は180oの
収穫がありました。この一部は給食にも出るのでみな
楽しみにしています。給食で使われるほかは販売をし
て、生徒会の貴重な活動資金にしています。

小学校・中学校の話題をお届け！

▲みんなの顔に達成感があります（解団式）▲朝のあいさつ運動

中
央
公
民
館
で
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開

講
し
ま
す
。
コ
ー
ス
は
全
部
で
６
つ
。

今
回
は
７
月
か
ら
９
月
初
旬
ま
で
の
第
　

１
期
生
を
募
集
し
ま
す
。
自
分
に
あ
っ

た
コ
ー
ス
を
選
ん
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

受
講
資
格u

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

申
込
日
時u

７
月
12
日
C
ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
日
を
除
く
）

定
員u

各
コ
ー
ス
15
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

※
人
数
が
10
人
に
満
た
な
い
場
合
、

開
講
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
場
所
・
方
法u

中
央
公
民
館
の
窓
口
で
受
講
料
を
添

え
て
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
電
話
や
ハ
ガ
キ
で
の
申
込
は
不
可

受
講
料uＡ

コ
ー
ス
　

５
千
８
４
４
円

Ｂ
〜
Ｆ
コ
ー
ス
　
５
千
７
３
９
円

※
と
も
に
テ
キ
ス
ト
代
、
印
刷
用
紙
、

フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
な
ど
の
備

品
代
を
含
み
ま
す
。

申
込
・
受
講
上
の
注
意u

・
１
回
で
も
受
講
し
た
場
合
、
受
講

料
の
返
還
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

コ
ー
ス
の
選
択
は
慎
重
に
お
願
い

し
ま
す
。

・
パ
ソ
コ
ン
や
周
辺
機
器
は
公
民
館

で
準
備
し
ま
す
の
で
、
持
ち
込
み

は
不
要
で
す
。

・
筆
記
用
具
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

…
教
育
課
山
鹿
分
室

1
43
‐
１
３
７
２

パソコン入門
講師：松井美保
ワード入門
講師：荒木朋子
ワード入門
講師：荒木朋子
ハガキ・住所録入門
講師：松井美保
エクセル入門
講師：松井美保
エクセル入門
講師：松井美保

パソコンの基本操作、インターネット、電子メール、
簡単な文書作成
パソコンの基本操作、Wordの基本操作、簡単な文書
作成
パソコンの基本操作、Wordの基本操作、簡単な文書
作成
パソコンの基本操作、Wordの基本操作、はがき作成、
住所録作成
パソコンの基本操作、Excelの基本操作、簡単な計算
とグラフ
パソコンの基本操作、Excelの基本操作、簡単な計算
とグラフ

毎週火曜日
午前10時～正午
毎週木曜日
午後７時～９時
毎週木曜日
午前10時～正午
毎週火曜日
午後１時半～３時半
毎週金曜日
午前10時～正午
毎週火曜日
午後７時～９時

７月19日C～
９月13日Cまで　
７月21日E～
９月８日Eまで
７月21日E～
９月８日Eまで
７月19日C～
９月13日Cまで
７月22日F～
９月９日Fまで
７月19日C～
９月13日Cまで

問
合
せ

コース 講義日程（各コース全８回） 講習内容
A

コース
B

コース
C

コース
D

コース
E

コース
F

コース

の
練
習
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん

か
？ぜ

ひ
、
見
学

に
き
て
く
だ
さ

い
ね
。

練
習
日
時
と

場
所uq

毎
週
火
・
木
曜
日
　
午
後
７
時
〜

オ
ム
ロ
ン
鹿
陽
セ
ン
タ
ー

w
毎
週
土
曜
日
　
午
前
９
時
半
〜

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

…
築
山
　
1
43
‐
７
０
７
１

西
山
　
1
43
‐
８
９
７
７

連
絡
先



工事名 工事場所 落札業者 落札額
4/26
4/26

新湧尾八ノ蜂線舗装工事
小学校前線道路整備工事

山鹿市久原地内
山鹿市山鹿地内

花昭建設1

2阿蘇品組
7,560,000
8,988,000

※落札価格500万円以上を掲載 …本庁総務課43ｰ1117
入札日

問合せ

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

７
月
１
日
f

w
子
ど
も
生
活
相
談u

７
月
８
日
f

e
警
察
相
談u

７
月
15
日
f

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

b
は
国
民
健
康
保
険
税
４

期
、
固
定
資
産
税
２
期
の
納
期
限
と
な

っ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

７
月
５
日
c

w
子
ど
も
生
活
相
談u

７
月
12
日
c

e
司
法
相
談u

７
月
19
日
c

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

７
月
６
日
d

w
子
ど
も
生
活
相
談u

７
月
13
日
d

e
法
律
相
談u

７
月
20
日
d

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館1

48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

７
月
５
日
c

w
子
ど
も
生
活
相
談u

７
月
12
日
c

e
心
の
悩
み
相
談u

７
月
19
日
c

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時u

７
月
13
日
d
・
27
日
d

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所u

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

…
本
庁
国
保
年
金
課

1
43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

日
時u

７
月
27
日
d
・
28
日
e

29
日
f

午
後
８
時
ま
で

場
所u

本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
に
つ
い
て
は
、
納
期

限
を
過
ぎ
る
と
年
利
一
四
・
六
％
の

延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

…
本
庁
税
務
課1

43
‐
１
１
４
４

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時u

７
月
14
日
e

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
本
庁
商
工
振
興
課

1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

「
旧
山
鹿
郡
三
十
三
ヶ
所
観
音
霊
場

め
ぐ
り
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ビ
デ
オ
を
作
製
し

ま
し
た
。

観
光
協
会
内
で
無
料
視
聴
で
き
ま
す
。

地
域
に
残
る
観
音
さ
ま
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

な
お
、
販
売
も
し
て
お
り
ま
す
。

視
聴
場
所u

山
鹿
温
泉
観
光
協
会

視
聴
時
間u

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

販
売
店u

山
鹿
温
泉
観
光
協
会

八
千
代
座
・
あ
さ
ひ
書
店

今
井
み
や
げ
品
店

柏
屋
藤
右
衛
門

…
山
鹿
温
泉
観
光
協
会

1
43
‐
２
９
５
２
　
　

http://www.y-kankoukyoukai.com
/

県
内
で
木
造
住
宅
を
新
築
さ
れ

る
方
に
、
乾
燥
ス
ギ
柱
材
を
無
償

で
提
供
す
る
「
く
ま
も
と
木
の
住

ま
い
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
実
施

し
ま
す
。

提
供
す
る
木
材u

・
12
b
角
ま
た
は
10
・
５
b
角

・
長
さ
３
ｍ

・
新
築
個
人
住
宅
１
戸
当
た
り
90
本

を
上
限

募
集
期
間u

８
月
１
日
b
〜
12
日
f

…
6
熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会

1
096
‐
382
‐
７
９
１
９

http://www.infobears.ne.jp/km
ok

uren/

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

７
月
６
日
d

w
子
ど
も
生
活
相
談u

７
月
13
日
d

e
消
費
生
活
相
談u

７
月
20
日
d

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
・
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

日
時u

７
月
７
日
e

午
後
７
時
か
ら

場
所u

法
事
の
館
・
夢
想
庵
（
熊
入
町
）

テ
ー
マu

七
夕
の
夜
貴
方
の
願
い
を
オ
リ

ジ
ナ
ル
う
ち
わ
に

「
う
ち
わ
の
話
」

講
師u

栗
川
亮
一
氏

（
渋
う
ち
わ
製
造
本
舗

2
栗
川
商
店
四
代
目
店
主
）

会
費u

５
百
円
（
お
預
か
り
し
、
葬
祭

支
援
費
に
し
ま
す
）

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

日
時u

７
月
９
日
g

午
後
１
時
〜
４
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会
・

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

日
時u

７
月
24
日
a

午
後
１
時
〜
４
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

筆
記
用
具
、
メ
モ
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

「
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」「
正

し
い
泳
ぎ
を
身
に
つ
け
た
い
」
そ
ん
な

ち
び
っ
子
を
対
象
に
短
期
集
中
型
水
泳

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
象u

幼
児
〜
小
学
生

（
５
歳
〜
12
歳
ま
で
）

期
間u

２
コ
ー
ス

q
７
月
20
日
d
〜
24
日
a

w
８
月
10
日
d
〜
14
日
a

時
間u

午
後
５
時
半
受
付

午
後
６
時
〜
午
後
７
時
ま
で
　

場
所u

山
鹿
市
市
民
プ
ー
ル

受
講
料u

３
千
５
百
円
（
保
険
料
込
み
）

指
導
者u

市
水
泳
協
会
会
員

申
込
締
切u

各
教
室
開
催
の
前
日
ま
で

…
山
鹿
市
水
泳
協
会
理

事
長
　
松
本
剛
久
（
松

本
剛
久
司
法
書
士
事
務

所
）

1
43
‐
８
６
０
６

（
平
日
の
み
）

申
込
・
問
合
せ

問
合
せ

日
時u

７
月
15
日
f
午
後
７
時

場
所u

天
聴
の
蔵
（
旧
吉
田
酒
造
跡
地
）

入
場
料u

２
千
円
（
１
ド
リ
ン
ク
付
）

出
演
者u

マ
ウ
ン
テ
ン
デ
ィ
ア

チ
ェ
イ
シ
ン
ド
ラ
ゴ
ン

モ
ジ
ョ
ハ
ウ
ス

…
天
聴
の
会

1
090
‐
１
５
１
３
‐
０
５
７
１

http://www16.ocn.ne.jp/̃yosidaya/

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時u

７
月
15
日
f

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

場
所u

山
鹿
市
中
央
公
民
館

２
Ｆ
視
聴
覚
室
　
　
　
　
　

担
当u

人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局

山
鹿
支
局
職
員

…
熊
本
地
方
法
務
局
山
鹿
支
局

1
44
‐
２
４
１
１

本
庁
人
権
啓
発
課

1
43
‐
１
１
９
９

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

の
ら
ペ
ン
ギ
ン
ペ
ン
じ
ろ
う
の
の
ら

ね
こ
修
行
！

日
時u

７
月
17
日
a
午
後
６
時
半
開
演

場
所u

山
鹿
市
民
会
館

入
場
料u

会
員
　
無
料

※
子
ど
も
劇
場
は
会
員
制
で
す
。

会
員
は
随
時
募
集
し
て
ま
す
。

…
山
鹿
子
ど
も
劇
場

1
44
‐
６
３
７
５
　

問
合
せ

最
近
、
選
挙
管
理
委
員
会
を
名
乗
り
、

20
歳
前
後
の
若
者
の
個
人
情
報
を
聞
き

出
そ
う
と
す
る
電
話
が
、
県
内
各
地
で

相
次
い
で
い
ま
す
。

電
話
の
内
容
は
、

「
成
人
さ
れ
た
お
子
さ
ん
が
お
ら
れ

ま
す
が
、
学
生
さ
ん
で
す
か
？
就
職

さ
れ
て
い
ま
す
か
？
」

「
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
た
い
の
で
、
本

人
の
携
帯
電
話
番
号
や
連
絡
先
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。」

と
い
っ
た
も
の
で
す
。

万
一
こ
の
様
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
即
答
せ
ず
に
い
っ
た
ん
電
話
を

切
ら
れ
て
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

…
選
挙
管
理
委
員
会

1
43
‐
１
５
９
４

本
庁
１
階
ロ
ビ
ー
と
各
図
書
館（
室
）

に
『
新
「
山
鹿
市
」
合
併
の
あ
ゆ
み
』

（
記
録
誌
）
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

な
お
、
山
鹿
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

…
本
庁
企
画
振
興
課

1
43
‐
１
１
１
４

問
合
せ

問
合
せ

今
月
は
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
強
調
月
間
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

…
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

1
43
‐
１
６
５
１

本
庁
福
祉
課1

43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

身
体
障
害
者
（
児
）
に
関
す
る
相
談

全
般
を
お
受
け
し
ま
す
。

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

お
電
話
で
も
受
付
で
き
ま
す
。

日
時u

７
月
21
日
e

正
午
〜
午
後
２
時
受
付

場
所u

山
鹿
市

健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー

…
本
庁

い
き
が
い
推

進
課
　
　
　
　
　
1
43
‐
０
０
５
２

問
合
せ



いろんな楽しい催しがみんなを待ってるよ　
日時u７月10日a 11：00～15：00（雨天決行）
場所u山鹿市立隣保館（熊入町）
主な催しu器楽（八幡小）・吹奏楽（山鹿中）・作品展示

（鹿本高）・ロボットで遊ぼう（鹿本商工）・紙芝居
（鹿本農）・おもしろ体験（山鹿小）・プラホビー切り

絵（大道小）・バザー（母親なかよしクラブ）
…児童館センター　1４６‐４４４１問合せ

不思議でおもしろい昆虫の世界を楽しく体験・観察して
みませんか？
期間u７月16日g～８月31日dまで

９：00～16：30（月曜休館）
場所u市立博物館（鍋田）
入場料u一般・大学生　210円、小中高校生　50円

※未就学児、市内在住の小中学生は無料です
…市立博物館　1４３‐１１４５問合せ

最初と最後に血液検査を行います。個別の運動プログラムを作り、
担当トレーナーとマンツーマンで行います。自分の都合のいい日に
行えるので、忙しい方にもおすすめです。
対象u市民15人。血液検査で「血糖値」「中性脂肪」「コレステロー

ル値」のいずれかが正常値を超えていた方
期間u８月～１月
場所u幸の国健康温泉館ゆ～かむ
費用u月会費（毎月3,000円）※血液検査費用は不要です
申込みu７月１日f～20日d ※先着順です

…幸の国健康温泉館ゆ～かむ　1４２‐５１００問合せ

第
３
期
老
人
保
健
福
祉
計
画
お
よ
び

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
の
募
集

を
し
ま
す
。

任
用
期
間u

平
成
17
年
８
月
１
日
〜

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

内
容u

・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
関
す
る
こ
と

・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
関
す
る
こ

と
応
募
資
格u

・
山
鹿
市
在
住
の
方
で
介
護
保
険
、
高

齢
者
保
健
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方

定
員u

５
名
以
内

申
込
期
間u

７
月
１
日
f
〜
15
日
f

…
本
庁
い
き
が
い
推
進
課
介
護

保
険
係
　
　
　
　
　
1
43
‐
０
０
５
２

キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
、
省
エ
ネ
や
自
然

環
境
を
体
験
学
習
し
よ
う

日
時u

７
月
26
日
c
・
27
日
d

場
所u

矢
谷
キ
ャ
ン
プ
場
（
菊
鹿
）

対
象
者u

市
内
小
学
５
年
生
の
児
童

募
集
人
員u

30
名
（
先
着
順
）

申
込
締
切u

７
月
８
日
f

…
本
庁
環
境
課1

43
‐
７
２
１
１

問
合
せ

受
験
資
格u

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

試
験
区
分u

一
般
事
務
・
電
気
・
機
械

・
土
木
・
建
築

申
込
書
受
付
期
間u

７
月
４
日
b
〜
20
日
d

（
20
日
当
日
消
印
有
効
）

一
次
試
験
日u

９
月
25
日
a

…
福
岡
防
衛
施
設
局
総
務
課

人
事
係
　
　
　
1
092
‐
483
‐
８
８
１
５

http://www.jda.go.jp/

3

問
合
せ

問
合
せ

や
ま
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

と
子
育
て
支
援
課
と
共
同
で
楽
し
く
保

育
の
こ
と
に
つ
い
て
学
べ
る
講
座
を
開

き
ま
す
。

対
象u

高
校
生

日
時u

７
月
23
日
g
・
30
日
g

午
後
１
時
か
ら

場
所u

山
鹿
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
実
習
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

※
ポ
ス
タ
ー
を
各

高
校
に
掲
示
し

て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

…
や
ま
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

山
鹿
支
所
）

1
44
‐
８
８
０
０
　

申
込
・
問
合
せ

７
月
１
日
f
よ
り
電
話
で
の
み
販
売

し
ま
す
。

申
込
電
話
番
号u

４
３
‐
０
１
０
６

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

チ
ケ
ッ
ト
料
金u
３
千
円
（
全
席
指
定
）

※
座
席
に
は
、
１
部
・
２
部
（
一
般
席
、

車
い
す
席
、
カ
メ
ラ
専
用
席
）
が
あ

り
ま
す
。

※
ひ
と
り
５
枚
ま
で
申
し
込
み
が
で
き

ま
す
。
申
込
後
５
日
以
内
に
代
金
振

込
が
な
い
場
合
、
無
効
に
な
り
ま
す
。

※
中
止
の
場
合
以
外
に
払
い
戻
し
は
で

き
ま
せ
ん
。

…
山
鹿
温
泉
観
光
協
会

1
43
‐
２
９
５
２

問
合
せ

職
種
・
要
件u

q
一
般
事
務
（
高
卒
程
度
で
ワ
ー
ド

と
エ
ク
セ
ル
の
操
作
が
で
き
る
人
）、

w
保
育
士
、
e
看
護
師
、
r
幼
稚
園

教
諭
、
t
保
健
師
、
y
助
産
師
、
u

栄
養
士
、
i
調
理
員
、
o
介
護
調
査

員
お
よ
び
指
導
員
な
ど

※
w
〜
o
は
、
要
資
格
免
許

受
付
期
間u

７
月
19
日
c
〜
８
月
19
日
f

土
日
を
除
く
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

申
込
方
法u

履
歴
書
を
本
庁
職
員
課
ま

た
は
、
各
総
合
支
所
総
務
振
興
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
希
望
勤
務
地

を
記
入
の
こ
と
）

※
応
募
者
は
来
年

３
月
ま
で
臨
時

・
非
常
勤
職
員

名
簿
に
登
録
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
採
用

に
あ
た
り
面
接

選
考
が
あ
り
ま

す
。

…
市
役
所
本
庁
職
員
課
1
43
‐
１
１
１
３

各
総
合
支
所
総
務
振
興
課

山
鹿
1
43
‐
１
３
６
７
・
鹿
北
1
32
‐

３
１
１
１
・
菊
鹿
1
48
‐
３
１
１
１
・

鹿
本
1
46
‐
３
１
１
１
・
鹿
央
1
36
‐

３
１
１
１

申
込
・
問
合
せ

夏
休
み
期
間
に
中
国
の
中
学
生
お
よ

び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
高
校
生
が
訪
問

し
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
引
き

受
け
て
い
た
だ
く
「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
山
鹿
国
際
交
流
協
会
事
業
】

受
入
相
手u

中
国
無
錫
市

大
橋
中
学
生
20
名

期
間u

７
月
25
日
b
〜
28
日
e

山
鹿
国
際
交
流
協
会
事
務
局
河
田

1
44
‐
３
１
９
１

本
庁
企
画
振
興
課
　
1
43
‐
１
１
１
４

山
鹿
総
合
支
所
総
務
振
興
課

1
43
‐
１
３
６
７

【
姉
妹
都
市「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ク
ー
マ

市
」
交
流
事
業
】

受
入
相
手u

ク
ー
マ
市
高
校
生
16
名

期
間u

８
月
14
日
a
〜
21
日
a

本
庁
企
画
振
興
課
　
1
43
‐
１
１
１
４

教
育
委
員
会
鹿
本
分
室
教
育
課

1
46
‐
５
０
７
５

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

k
色彩豊かなとんぼ玉と吹きガラスの花器やコップなど

約50点を展示
期日u７月11日bまで

k
削り箸・丸盆・角盆・一輪挿しなどの木工品や工人舎

オリジナルの布モノ、自家栽培のハーブティーなど自然
素材を活かした作品約300点を展示
期日u７月13日d～25日bまで

k
講師酒匂厚子先生「ハワイアンキルトのポシェット」

を制作します。講習会の見学も大歓迎です。
期日u７月15日f 10：00～15：00
会場uやまが門前美術館２Ｆ
※講習費その他の問い合わせはやまが門前美術館まで

珈琲庵・やまが門前美術館（九日町）
1４２‐８２００
時間u９：00～20：00（火曜定休）

k
アートステンシルで描く生活小物・インテリア雑貨・

洋服など100点ほど展示　
期間u７月１日f～31日aまで

Taverna蔓薔薇（日吉町） 1４３‐８９２０
時間u10：00～18：00（水曜定休）

k
藤井洋さん・隆子さんが四季の風景を中心に油絵12点

小笠原恵子さんが花の絵を中心に水彩画で初めての親子
展を！
期間u７月１日f～15日fまで

k
出逢いの風景をペン画で楽しく表現した作品18点　
期間u７月16日g～30日gまで

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k
期間u７月１日f～29日fまで

ろうきん山鹿支店ロビー（鹿校通）
＊お問い合せは一ノ瀬建志まで 1４４‐５６０９

開催日 行　事　名 時間 料金

休館日
山鹿郡三十三観音霊場巡り出発式
カーラ・ボノフJAPAN TOUR
2005熊本公演

午前
夜間

－
無料
有料

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

13日d

19日C

23日g

k
～美しく楽し

詩聖ダンテの言葉をテーマに、イタリアの街並み、その
一隅一隅にあふれる美しく、楽しい風情を表現した作品40
点を展示
期間u８月２日cまで

Moon Art Gallery
ム ー ン ア ー ト ギ ャ ラ リ ー

（下町） 1４４‐２００５
時間u10：00～17：00（水曜定休）

３日A

10日a

17日a

18日-

24日a

31日a

星田内科医院／はとの眼科クリニック／
幸村医院
坂本医院／松永整形外科リウマチ科
うちだ内科医院／後藤整形外科医院
松尾医院／山鹿整形外科谷産婦人科医院
山鹿中央病院
横手医院／前原耳鼻咽喉科医院

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

７月１日は建築士の日です。今回は災害をテーマに催
しがいっぱい。木工教室もあります！
日時u７月３日a 10：00～15：00
場所u県畜産農協城北支部（ニコニコ堂山鹿東店北側）
催し内容u起震車による地震震度体験、ケガの応急手

当・人命救助方法、災害写真パネル展示、
親と子の木工教室、建築相談

★ 建築士の日イベント ★

７
月
の
休
日
在
宅
当
番
医



赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

筋肉がついちゃって脚が太くて…、と悩んでいる人が
います。そんな人は、体のラインがごつごつしてし

まうからと運動を敬遠することもあるようです。でもそ
れは、大きな勘違いなのです。
筋肉で太るということはありえません。脂肪と筋肉では
筋肉のほうが重いので、同じ体重でも筋肉の多い人のほ
うが引き締まって見えるのです。

俗に筋肉太りといっているのは、まだまだ脂肪が多い
状態なのです。エクササイズをして脂肪を燃やせば

スリムで美しいボディラインになれます。ボディビルダ

ーのような筋肉ゴツゴツの体には、特別なトレーニング
をしない限りなれません。女性はホルモンの関係で筋肉
がつきにくい傾向があるので、痩せたいならもっと運動
をすべきです。また、筋肉をつければ太りにくい体にな
れます。また、筋肉が多いと、体を動かしていない時で
もエネルギーを多く使うようになります（基礎代謝量）。
そうなれば、自然に痩せる体になれるのです。

夏も間近かです。美しいボディラインを、ぜひ、ゆ
～かむで作ってみてはいかがでしょうか。

問合せ
幸の国健康温泉館

「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

 

 

（H15.5.25生れ）

五郎丸（菊鹿）

Qわたしからの一言
いつも地区の人たちが、笑
顔で挨拶をしてくれてあり
がとう！近所の家に牛を見
に行くのが楽しいな。これ
からもよろしくね。

Q両親からのメッセージ
おしゃべりもお歌も上手
になりました。元気いっ
ぱい大きくな～れ！

（H14.12.17生れ）

来民（鹿本）
Qわたしからの一言

まさたかお兄ちゃん大好
き！
公園でいっぱい遊ぼうね

（H14.8.31生れ）

来民（鹿本）

日時u７月４日b 山鹿・菊鹿
日時u 11日b 山鹿・鹿北
日時u 25日b 山鹿・鹿央

いずれも、13：30～15：30まで受付
場所u山　鹿 → 山鹿健康福祉センター
場所u鹿　北 → 鹿北総合支所
場所u菊　鹿 → 菊鹿健康福祉センターひまわり館
場所u鹿　本 → 鹿本生涯学習・健康センターひだまりu

鹿　央 → 鹿央多目的研修センター

k
＊３～４か月児健診（17年２月21日～17年３月20日生）
日時u７月５日c 13：30～14：30受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央

＊７～８か月児健診（16年11月生）
日時u７月19日c 13：30～14：30受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央

＊１歳６か月児健診（15年11月生）
日時と対象u

７月21日e 山鹿q（山鹿・大道校区）
７月26日c 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：30受付

＊３歳児健診（14年３月生）
日時と対象u

７月15日f 山鹿q（山鹿・大道校区）
７月22日f 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：30受付

k
＊乳児健診（16年11月・17年３月生）
日時u７月12日c 13：30～14：30受付
対象u鹿本・菊鹿

＊３歳児健診（14年３月・４月生）
日時u７月28日e 13：30～14：30受付
対象u鹿本・菊鹿

日時u７月４日b 菊鹿
11日b 山鹿・鹿北
25日b 山鹿・鹿央

いずれも、９：30～11：00まで受付
場所u山鹿・菊鹿・鹿本・鹿央→母子健康手帳交付と同じ

鹿北→鹿北老人福祉センター

k
日時u７月13日d 13：30～14：30受付
場所u山鹿健康福祉センター

お問い合わせは、各総合支所の保健師まで
山　鹿 1４３‐００５０　鹿　北 1３２‐３１１１　菊　鹿 1４８‐３１１１　鹿　本 1４６‐３１１２
鹿　央 1３６‐３１１４

日本脳炎ワクチンと重症の急性散在性脳脊髄炎発症と
の間に因果関係があると判断されたため、現在、予防接
種を積極的にはおすすめしていません。

念のため、外へ出るときには長袖、長ズボンを着るな
どして蚊に刺されないように注意しましょう。

接種期間u夏休み中
対象u小学６年生（11歳～12歳）
料金u定期内（11歳～13歳）であれば、自己負担不要です
接種場所u下表の医療機関で受けてください
※詳しい内容は、学校をとおして小学６年生に配布いたし

ます。案内をごらんください。

５月24日、山鹿保
健所で「親子のよい
歯のコンクール」地
区大会があり、山鹿
市からは４組の親子
が出場しました。

そのうち、坂元海
斗さん・小百合さん
親子（山鹿）が１位
に輝き、県大会への
出場が決まりました。

みなさんも、いつまでも自分の歯でおいしいご飯
が食べられるよう虫歯ゼロを目指しましょう！

場所と日時u

q鹿央多目的研修センター
７月５日C ９：30～11：30／12：30～15：30

w鹿本地域振興局
７月28日E ９：30～11：30／12：30～15：30

e鹿北公民館・ＪＡ鹿本岩野支所
７月29日F ９：30～11：00／11：30～13：00

／14：00～15：30

おめでとうございます！
坂元小百合さん・海斗さん

坂本医院
井上小児科医院
星田内科医院
東内科小児科医院
徳永医院
三森循環器科

呼吸器科病院
横手医院
うちだ内科医院
山鹿ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院
佐藤クリニック

医院名

44‐2763
44‐5628
43‐7100
44‐3096
44‐3111
42‐1234

44‐2773
44‐5800
43‐4151
43‐2046

電話番号

桑木内科
中川医院
平井藤岡医院
武内医院
もろとみ医院
福間医院
松尾医院
きくか松岡クリニック
小林医院
幸村医院

医院名

46‐2063
46‐3106
46‐2146
46‐2620
46‐4000
48‐9143
48‐2622
48‐2055
32‐3893
36‐2000

電話番号

必ず事前に電話申込をしてください



◆おくやみ◆

山　鹿 尾崎秀雄さん(61) 江上久弥さん(90)
島田　好さん(86) 岡　玉子さん(80)
田嶋武雄さん(92) 中村富子さん(74)

米　田 坂梨秀人さん(75) 星子忠弘さん(79)
倉原洋子さん(56)

川　辺 坂本昌義さん(85) 原田カナエさん(87)
八　幡 酒井幸光さん(56) 古川武則さん(43)

江口義人さん(82)
平小城 前田英利さん(74)
三　岳 赤間セキノさん(86) 山口福夫さん(92)  

藤原フジヱさん(92)
三　玉 松山文子さん(78)
大　道 井上トミエさん(87) 宮脇悦子さん(61)

川上明信さん(85) 平金　哲さん(89)
小川なつみさん(41)

岳　間 古川純郎さん(82)
岩　野 浦部三喜男さん(72)
広　見 中島清次さん(56) 井上鶴子さん(84)

村義信さん(73)

六　郷 福嶋智恵さん(36)
城　北 冨田修市さん(74) 下岡ヤスコさん(74)

菊川ヲムラさん(99) 立花スミ子さん(74)
赤星親生さん(76) 藤本タツ子さん(90)

来　民 一森�康さん(66)
稲　田 山崎政�さん(80)
中　富 森本國子さん(85)

千　田 野内富男さん(84) 木村幸信さん(57)
上野貞二さん(52)

米野岳 春田攵夫さん(78) 有働憲昭さん(75)
幸村ツヨ子さん(85) 鬼釜茂樹さん(63)

山　内 上野　司さん(88)

※５月中の届出受付分を掲載しています
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◆およろこび◆

山　鹿 野田明信さんQ松本茜さん
田中俊紀さんQ田中裕美子さん

平小城 中村　仁さんQ米村絵美さん
三　玉 石原祐次さんQ渕上敬子さん

大 英伸さんQ池田裕子さん　
八　幡 長�正輝さんQ上原弓子さん

富丸順治さんQ才田紀代美さん
大　道 泉源太郎さんQ山下愛子さん　

岩　野 野中浩治さんQ佐藤てるみさん
広　見 最上伸二さんQ友枝けい子さん

来　民 石原直弥さんQ宮村美寿枝さん
上野　賢さんQ末松知子さん

千　田 後藤正和さんQ古庄直美さん
後藤　淳さんQ吉田千夏さん

山　内 森　秀俊さんQ世戸口紘子さん

◆うぶごえ◆

山　鹿 牧野高治さん　�森陽向さん
三　岳 西嶽美姫さん
八　幡 中原由奈さん　上田歩佳さん
三　玉 原口恭介さん　梅原柊稀さん
大　道 馬谷東市郎さん　緒方　新さん

内村翔也さん　田中桃愛さん　
宮� 倖さん　池田　雫さん
本田蒼真さん　田中拓海さん
石村航汰さん

岩　野 稗島琉々花さん
広　見 藤本里瀬亜さん

六　郷 古閑美音さん　�丸さつきさん

来　民 東　由羅さん　宮本　翔さん

米野岳 松本勇波さん　原　彰太朗さん
楢木創視さん　朝倉辰巳さん

山　内 平山虎汰さん　緒方悠人さん


